







法論（De modis）』（1567－1573 年執筆，全 4 巻．ラテン語）にまとめた．





























































で「位置によるメセー（μέση κατὰ τὴν θέσιν）」，他方で「機能による


















































































































































syllable name という呼び分けと，個々の音についても a, b, c などが
pitch を表わし，do, re, mi などが syllable を表わすという概念的区別が
見出される．しかしこの区別は日本の音名／階名ほど一般に行き渡って
いるとは考えがたい．また，フランスでは，たとえばホ長調を表わすの







































































































































　62, 18-22（最古の 3 トノスの命名） 　54, 22-27




















































『調和論』第 2 巻第 11 章 p. 64, 16-18 『古代旋法論』第 2 巻 p. 62, 30-33




























レマイオスが『調和論』第 2 巻第 11 章（65, 6-15）で各旋法ごとに機能























































































































めれば，表 4 のようになろう．第 1 種中弦の欄は基本的に表 1（『調和
論』）の音高トノスの欄と等しいが，それに加え，各旋法の位置メセー








































































































































































ドーリオス旋法から 1 音（2 度）ずれると 2 音（3 度）隔たり，2 音（3
度）ずれると 4 音（5 度）隔たり，最後に，3 音（4 度）ドーリオス旋
法からずれる両端のミクソリューディオス旋法とヒュポドーリオス旋法
において，2 つの中弦は上述のとおり互いに 6 音（7 度）隔たることに
なる．
これを一般的構造にまとめてみよう．プトレマイオスの意図するとこ
ろ，旋法がドーリオスから X 音上がると（X は－3 以上 +3 以下の整数），
その機能メセーの位置（第 1 種中弦）は X 音上がるのに対して，不動
の位置メセーの機能は X 音下がる（－X 音上がる）．ここで位置の変化
分（X）と機能の変化分（－X）は，旋法の転換という 1 つのできごと




機能を位置と見なして第 2 種中弦とするので，旋法が X 音だけ位置を
上げるにつれて，この第 2 種中弦は X 音だけ位置を下げる（－X 音上げ
る）．したがって第 1 種中弦と第 2 種中弦の差は X－（－X）=2X となる．
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（15）
喩えてみれば，A 氏，B 氏，C 氏という 3 人が 1 番，2 番，3 番と番号
のついた席に着いて順番を待っているとき，A 氏に順番が来てこの列か
ら抜けると，B 氏は 2 番席から 1 番席に席順を 1 つ上げる（2 人目から
1 人目に機能を変える）．他方 2 番席という位置から見れば，2 人目で
あった B 氏から 3 人目であった C 氏へ人順を 1 つ下げる．これを B 氏
が繰り上がったという 1 つの事態の 2 面（席順の上昇＝人順の下降）と
見るのがプトレマイオスの理論であり，2 → 1（席順の上昇）と 2 → 3
（人順の下降）を別々の事態と（誤って）とらえる（3 － 1 ＝ 2）のが
メーイである．上の表 4 で，各旋法が隣（表 4 では上下）の旋法に移る
ごとに，第 1 種中弦（太字とした）と第 2 種中弦（同）の両方が互いに

















］を，4 度 2 つ分の高さ・空間［すなわち位置］で超えること
が必然的に起こるのは，ヒュポドーリオス旋法の［機能による］プ































中弦［音名イ］と比べると，その音はパラネーテー・ディエゼウグメノーンつまり d la sol re［ニ
．
］の位置
を占めたわけだから，４度の音程だけ高い．しかしパラネーテー・ディエゼウグメノーンつまり d la sol re
［ニ
．
］と，この配置・並びの最高弦であるネーテー・ヒュペルボライオーンつまり aa la mi re［イ
．
］とによ
っては，５度の広がりしか囲まれない．またヒュパテー・メソーンつまり E la mi［ホ］，すなわちプトレマ
イオスがミクソリューディオス旋法に指定した第１オクターヴ形の中弦［すなわち第２種中弦］であるものか





ー・ディエゼウグメノーンつまり d la sol re［ニ
．
］と（前述のように）ネーテー・ヒュペルボライオーンつ










































































めて表 5 を見よう．TÓNOΣ（全音）を表わす　および λεῖμμα（レイ
ンマ≒半音）を表わす　が枠取られて縦に並び，縦長の列をなしている．

























では，左から 4 番目の列の下から 4 段目，a  la mi re   mese（イ）の段
がそれに当たる．次に 1 つ低いヒュポリューディオス旋法では左から 5
番目の列の上から 3 段目（♮ mi  paramese）の段（ロ），次のヒュポフ











下端がそれに当たるから，ドーリオス旋法では a  la mi re   mese の段
（音名イ），フリュギオス旋法では c sol  fa ut    trite diezeugmenωn の段
（音名ハ
・







法では F  fa ut   parhypate mesωn の段（音名へ），ヒュポフリュギオス
旋法では D sol re  lichanos hypatωn の段（ニ），ヒュポドーリオス旋法
では B mi   hypate hypatωn の段（ロ）と同定することはできる．この






























































































































1044 以降の 5 点を除く 19 点を報告している）16）．
Vat .  gr .  176（Mathiesen 番号208）,  185（209）,  186（210）,  187










号をもつ 16 点が 16 世紀にヴァティカンにあった可能性のある『調和
論』の写本ということになる．このうち，図書館の公式カタログに採録




191 について Codex memoratur  in  indice an. 1475（この写本は 1475 年
の索引に採録されている）とある上に，この写本はアリストクセノス






および 198 が，メーイの使った 4 冊のうちの 2 つであったと結論してよ







世紀に書かれたと思われる Vat. gr. 191 は 64 番に当たり，W の略号が
与えられている．これは原写本（archetypus）から筆写する際に，筆写
者の理解に従って改変を加えることをしない「もっとも純粋な」m 写
本群の代表の一つと考えられている（pp. XLVII-L）．他方 68 番，G とさ
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